
もしかしたら

二次性高血圧かもしれません

その他二次性高血圧の原因疾患はいくつかありますが、多くは上記の2つです。先ずは疑うこと
が重要です。当院では積極的に二次性高血圧を疑い採血や検尿とエコーで診断していきます。

二次性高血圧の原因

降圧剤を飲んでも

血圧が
下がらない!?

降圧剤を飲んでも

血圧が
下がらない!?

本態性高血圧(一般的な高血圧)

＜原因＞
・塩分の摂りすぎ　・肥満
・生活習慣病　　　・遺伝的要素　等

二次性高血圧
＜原因＞
・血圧を上げるホルモンの異常
・腎臓の動脈に狭窄がある　　等

10％は
実は
こちら！

全国に高血圧の患者さんは4000万人いると言われています。
その大部分は本態性高血圧(一般的な高血圧)で塩分の摂り過ぎや肥満といった生活習慣、遺伝的
要素など原因はさまざまです。二次性高血圧というのは、血圧を上げるホルモンが異常に分泌して
いたり、腎臓の動脈に狭窄があったりなど原因がはっきりしている高血圧です。原因を治療すること
で効果的に血圧を下げることができます。問題となるのは二次性高血圧にも関わらず本態性高血
圧として治療されているケースが多いことです。二次性は原因を取り除かないと血圧が下がりにく
い反面、原因を取り除けば薬が必要でなくなる可能性があります。
この記事をご覧の皆様の中にも降圧薬をいくつも飲んでいるのに血圧が下がらないという方がい
らっしゃるのではないでしょうか？高血圧患者の10％(以上)は二次性高血圧です。

腎動脈狭窄

<出典> http://kompas.hosp.keio.ac.jp/
          sp/contents/000143.html

<出典> http://www.vascsurg.jp/
          diagnosis/contents05.html

②腎血管性高血圧
腎動脈が狭くなると高血圧になります。腎臓からは、血圧を調節するレニンとい
う酵素が分泌されていて腎動脈が狭くなり腎への血流が減少するとレニンの分
泌が増えます。それにより血圧を上昇させるホルモン（アンジオテンシンⅠ、Ⅱ）
が活性化され血圧が上昇します。腎動脈が狭くなる原因は50歳以上では動脈
硬化、若年者では線維筋性異形成（原因不明の増殖性疾患）です。
若年で高血圧が発症したり、急に高血圧になったりする場合に疑われます。
診断は腹部の聴診(血管雑音を聴取します)や腹部エコーで腎動脈の狭窄を
確認します。治療はカテーテルを用いてバルーンやステントで狭窄部を拡張
します。これにより血圧は低下し降圧薬が必要でなくなることもあります。

①原発性アルドステロン症
二次性高血圧の原因はいくつかありますが、その多くが原発性アルドステロン症
です。推定患者数は200～400 万人(高血圧患者の5～10%)と言われてい
ます。副腎からアルドステロンというホルモンが過剰に分泌されて高血圧に
なります。アルドステロンは腎臓でナトリウムを吸収、カリウムを排出することで
血圧を上昇させます。降圧薬で血圧が下がりにくいことや、血清カリウム値が
低いことなどで疑われます。診断は血中アルドステロン値の測定や腹部エコー
などでアルドステロンを分泌する副腎腺腫がないかを確認します。
アルドステロン症の診断がついて必要であれば外科的に腺腫を切除します。
これにより血圧は正常となり降圧薬は必要なくなることもあります。


